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平成２８年３月２１日(月) 

    専門学校 麻生リハビリテーション大学校 

    ●言友会・吃音の基礎知識 

    ●ワークショップ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

みんなで一緒に語り合おうよ！！ 

学校生活のこと 進学・就職のこと 

友達のこと 恋愛のこと 

九州・中高校生吃音者のつどい 
第 8回 福岡言友会 

◎心をほぐすゲーム 

◎グループワーク 

  中高生同士語り合いましょう。 

 

◎講話 講師/麻生リハビリテーション 

大学校言語聴覚学科アドバイザー  

久保 健彦先生 

◎グループワーク 

◎ゲーム  みんなで体を動かして遊びましょう。 

日時 

場所 

内容

 
 

日時 

福岡市博多区東比恵３－２－１ 

保護者グループ 

中高校生グループ 

地下鉄東比恵駅５番出口から徒歩０分 

１３：００～１７：００ 
【１２：３０より受付開始】 

●体験談発表（大学生、成人等） 

 

※吃音とは、言葉が出にくかったり、最初の言葉を連発してしまうことです。 

小学生グループ 

対象 吃音のある小中高校生及び保護者、吃音に関心のある方々 

参加費 / 500 円（小中高校生は無料！） 



言友会は、吃音（どもり）者のセルプヘルプ・グループ（自助グループ）です。一人で悩むのでなく皆で力を合わせて吃音問題に取り組んで

いこうと活動しています。どもりは治りにくいという現実があります。私たち吃音者は、その現実を受け入れた上で、どもりとどうつきあっていく

かを考える必要があります。現在、全国の言友会が、それぞれ主体性を持ちながら、例会や会報の発行などを通じて吃音に関わる様々な

情報交換を行い、吃音問題の克服と解決へ向けて活動しています。九州には、北九州、熊本、大分、鹿児島に言友会があります。 

お申込み・お問い合わせは、福岡言友会事務局まで 

「３つの分かち合い（体験・知恵・情報）により、新たな気づきを経験する」 

思春期の中学生・高校生時代に、吃音の悩みを分かち合う場所はほとんどありません中学生のことばの教室は全

国的にも少なく、自分の将来について、また自分と吃音の関係について、ひとりで悩みを抱えている中高校生は多いと

思われます。言友会として、共通の悩みを抱えた同世代の人たちとの出会いの場を作ることで、悩みや体験を分かち

合い、共に考え、新たな気づきを経験し、中高生の吃音問題の解決にお役に立てるのではないかと考えています。保

護者の方にもぜひご参加いただければと思います。 

第 7回九州・中高校生吃音者のつどいを行ってみて・・・ 

平成２７年３月２２日（日）に、総参加者１００名（スタッフ３３人、小学生６人、中学生

４人、高校生８人、保護者３１人、その他１８）にて同会場で開催されました。体験

発表、グループワークなどを行い、吃音の悩みをはじめ様々なことをじっくりと話し

合いました。 

 

グループ別の時間がたくさん 

あって近い学年の人と話し合 

える機会ができた。/吃音の 

悩みを共感してくれて嬉しか 

った。/同じ悩みを抱えている 

ということもあり、楽に過ごせた 

 

  

体験談がとても良かった。/同じ親の意見が聞けて良かった。/本人にとって負 

担となるような接し方をしていたことに気付いた。 

 

 

 

 

●電話/０９０－５２８２－８４１９（池田） ●ファックス/（１８６）０９２－５８２－６７５４ 

●メール/CXJ04400@nifty.com （0は、数字のゼロ） 

●郵送/〒816-0811 春日市春日公園２丁目 ８－４ 池田邦彦方 福岡言友会事務局 

 

◎参加された動機は？（アンケートより） 

案内を見て参加したいと思ったから/親に理解してもらうために、親と来ました/自分と同じ悩みを持つ人と話して

みたいと思ったから/吃音について勉強するために 

・お申込みは、準備の都合がありますので、平成２８年３月１４日（月）までに。当日参加も可能です！ 

 現在、特に悩んでいることや困っていることがあれば、遠慮なくお伝えください！ 

保護者の声 

言友会（げんゆうかい）とは？ 

福岡言友会 会長/岩下 道人 

中高生の声 

保護者の声 
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